
人口減少社会を乗り越える地域再生の社会保障（弁護士　猪股
正）
　地方のあちらこちらでシャッター通り化した商店街を目にします。人口減少が進み、国交省の推計では、２０５０年には、全国の約半数
の地域で人口が５０％以上減少し、約２０％の地域が人が住まない「無居住化地域」となる可能性があるとされています。地方が衰退する
と同時に、東京への一極集中が進んでいます。

　このまま都市への人口の一極集中が進むと、ますます地方が衰退し、格差は拡大し、日本社会の持続可能性が低くなる。そして、このま
ま８～１０年が経過すると、都市集中型を地方分散型へと転換しようとしても、もはや手遅れになる。AIを活用した日本社会の未来に関
するシミュレーション（京都大学の広井良典教授らの研究）の結果です。

　大企業の利益を優先し非正規雇用を拡大させる政策をとれば、不安定な働き方の若者が増え、結婚や子育てが困難になり、人口が減少す
るのは当たり前です。地方でも医療や介護を安心して利用できなければ地方から人が離れ衰退するのも当然です。

　２０２０年の日弁連の人権擁護大会のテーマの一つが「人口減少社会を乗り越える地域再生の社会保障」となりました。憲法は地方自治
を保障しています。私たちに身近な地域から、社会のあり方を変え、危機を乗り越えていくことが必要だと思います。

弁護士　猪股　正

【関連情報】
2050年、日本は持続可能か：鍵を握るのは「多極集中」（広井良典京都大学教授）

そのあるところのものになる（弁護士　猪股　正）
　先日、早稲田大学人間科学学術院の辻内琢也教授のゼミの学生のみなさんが、当事務所を訪問され、特別講義の機会をいただきました。
貧困や震災の現場の取組などをお話ししながら、若者の生きづらさ、今後の社会の方向性などについて考え、みなさんの意見もお聞きでき、
私にとって大切な時間となりました。
　国連の世界幸福度報告書２０１９年版によれば、日本の幸福度ランキングは、１５６か国中５８位であり、過去最低にまで順位を下げて
います。幸福度を判断する際の６つの指標でみると、社会的支援５０位、人生の選択の自由度６４位、社会的寛容さ９２位となっており、
日本は、人生の選択が困難で、不寛容な社会へと突き進んでいるようです。
　「いきいきと、堂々と歩いて行くためには、どうしてもひとは自己に忠実に『そのあるところのものになる』必要がある。」。先が見え
ず、生きることの難しさを感じていた学生のころに読んだ神谷美恵子さんの著書「生きがいについて」の一文です。
　幸福度ランキングの１位はフィンランド、２位はデンマーク…。北欧諸国が上位を占めています。私たちは、他国の実践に学び、この国
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のあり方を見直し、若者やこの社会に生きる人が、時には悩み立ち止まりながらも、自分らしい人生を選択して「そのあるところのものに
なる」ことができるよう、懐の広い寛容な社会を作っていく、今がそのときであると強く思うのです。

弁護士　猪　股　　正

【関連情報】
日弁連「若者が未来に希望を抱くことができる社会の実現を求める決議」
名著76 「生きがいについて」：100分 de 名著 – NHK
新版　きけ　わだつみのこえ　日本戦没学生の手記（日本戦没学生記念会 編）

やさしいさざめき（弁護士　猪股　正）
12月24日、この事務所に設けられた何本もの臨時電話は深夜まで鳴り止まず、その様子を報道ステーションのカメラが生中継した。直
後、日比谷公園での取組が始まった。派遣切りの嵐が吹き荒れ、仕事と住まいを失った労働者が全国にあふれていた。私たちは、人間は物
ではないと訴えた。
時は移り10年がたった。年越し派遣村の記者会見のとき公園内をちょこまかと動き回っていた息子は大学受験をむかえている。派遣村後
に変わった政権は元に戻り、あるものをないと言っても首相は三選、非正規雇用の増加も少子化も止まらず、人口は減少し、労働力不足に
立ち至っている。政府は、それを外国人で賄うとして慌てて入国管理法改正案を成立させようとしている。
大企業の都合を優先し、余れば捨てる。安く買いたたき、ぼろぼろになっても構わない。人間を物扱いする社会から人間が減っていくのは
当然だ。そして足りなくなれば外から入れる。このまま、ＡＩが普及し大企業がＡＩを独占したときの社会の様相は想像に難くない。
茨木のり子さんの詩「六月」。心和む最初の２節。人と人とが力を合わせ人間らしく働き街は若者のやさしいさざめきで満ち満ちる。最後
の節は「どこかに美しい人と人との力はないか　同じ時代をともに生きる　したたかさとおかしさとそうして怒りが　鋭い力となって　た
ちあらわれる」。今年も、どうぞよろしくお願いします。

やさしいさざめき～派遣村から１０年～（弁護士　猪股　正）
2008年12月24日、この事務所に設けられた何本もの臨時電話は深夜まで鳴り止まず、その様子を報道ステーションのカメラが生中
継した。直後、日比谷公園での取組が始まった。派遣切りの嵐が吹き荒れ、仕事と住まいを失った労働者が全国にあふれていた。私たちは、
人間は物ではないと訴えた。
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時は移り10年がたった。年越し派遣村の記者会見のとき公園内をちょこまかと動き回っていた息子は大学受験をむかえている。派遣村後
に変わった政権は元に戻り、あるものをないと言っても首相は三選、非正規雇用の増加も少子化も止まらず、人口は減少し、労働力不足に
立ち至っている。政府は、それを外国人で賄うとして、外国人労働者を劣悪な労働条件で働かせてきたことの反省もないまま、慌てて入国
管理法改正案を成立させた。

大企業の都合を優先し、余れば捨てる。安く買いたたき、ぼろぼろになっても構わない。人間を物扱いする社会から人間が減っていくのは
当然だ。そして足りなくなれば外から入れる。このまま、ＡＩが普及し大企業がＡＩを独占したときの社会の様相は想像に難くない。

茨木のり子さんの詩「六月」。心和む最初の２節。人と人とが力を合わせ人間らしく働き街は若者のやさしいさざめきで満ち満ちる。最後
の節は「どこかに美しい人と人との力はないか　同じ時代をともに生きる　したたかさとおかしさとそうして怒りが　鋭い力となって　た
ちあらわれる」。今年も、どうぞよろしくお願いします。

弁護士　猪　股　　正

（写真　AFP/TORU  YAMANAKA
　http://www.afpbb.com/articles/-/2553605?pid=　）
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＜関連記事・情報＞
茨木のり子詩集　谷川俊太郎選（岩波文庫）
2018年12月29日　朝日新聞　「いつ同じ目に」消えぬ解雇不安　年越し派遣村１０年
2018年12月27日　WEBRONZA　年越し派遣村10年。今考える成果と限界　稲葉剛　立教大学大学院21世紀社会デザイン
研究科特任准教授
2008年12月29日年越し派遣村記者会見
2008年　12/24　明るいクリスマスと正月を！　年越し電話相談会（反貧困ネットワークブログ）
解説LIVE　まいもく　＃055　「入管収容施設の問題点と『難民』の実態」
2018年11月16日　新たな外国人労働者受入れ制度に対する声明（外国人労働者弁護団）
ＡＩ　ｖｓ．　教科書が読めない子どもたち(東洋経済新報社）

遠回りくらいがちょうどいい（弁護士　猪股　正）
「学費の負担をかけ何のために大学に…親に迷惑をかけているだけ。世の中に自分がいてもいなくてもあまり変わらないんじゃないか。自
分がいる意味、あるのかなと思う。」。スウェーデンで出会った日本の大学２年生の言葉。

先進７か国の国際比較で、自分の力で社会を変えられると考える若者が最も少ない国、将来への希望を持てない若者が最も多い国、日本
（内閣府平成２５年調査）。若者の投票率は３０％台。生まれた家の豊かさで大学まで行けるかが決まる理不尽。厳しい競争を強いられ、
勝ち組に入らなければ給与は低いままで、家族を持つことも難しい。失敗したら、やり直しが効かない怖さ。だから、自分とは何か、何の
ために生きるのか、試行錯誤をしながら、自分の価値を見出すなんて忘れた方がいいかもしれない、今を生きることを踏みにじる国、日本。

苦闘しつつ成人へと移行する若者に、かけがえのない価値があると認め、若者の社会への影響力を大切にし、やり直しができる国、スウェー
デン。大学まで学費は無料、大学入学の平均年齢は２５歳、高校卒業後、進路を決めるのに２、３年働きながら試行錯誤する。戦禍のボス
ニア・ヘルツェゴビナから逃れてきた５歳の難民の女の子にも機会が開かれ、成長して２７歳で国会議員になれる国。総選挙に合わせ、中
学生、高校生も、本物の候補者に投票する模擬選挙を行うなど、民主主義を育て、若者の投票率は８０％を超える。民主主義に支えられ、
平等を重視する、福祉と連帯の国。

「人は誰でも平等で　やり直せるさ　今からだって　歯の浮くような綺麗事だけれど　生まれたからには幸せに　闘ってみるか　遅くはな
いさ」（斉藤和義「遺伝」より）。

弁護士　猪　股　　正

（日弁連人権擁護大会等について）
２０１８年１０月４日（木）、青森で、日弁連の人権擁護大会が開催されます。猪股は、「若者の生きづらさ」をテーマにした第３分科会
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の実行委員です。人権擁護大会に向けての調査活動のため、２０１８年６月９日から１７日までスウェーデンを訪問しました。上記の記事
は、埼玉総合法律事務所事務所ニュース２０１８年夏号からの転載です。

（関連記事）
斉藤和義ニューシングル「遺伝」特集 ソロインタビュー＆斉藤和義×SPECIAL OTHERS（芹澤優真＆柳下武史）鼎談
Hump Back「拝啓、少年よ」歌詞の意味や曲に込められた想いとは …
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バーニー・サンダースの世界変革マニフェスト
公正な税制を求める市民連絡会で、一緒に取り組みをしている合田寛さんが紹介してくれました。
勇気を鼓舞されます。

バーニー・サンダースは英紙ガーディアンに世界変革のためのマニフェストを投稿しました。
その内容はマルクスのちょうど170年前の「共産党宣言」を彷彿させる抑圧された世界の人たちへの力強い呼びかけです。
宣言はこのように主張しています。

この100年、ごく少数の富裕者がそれ以外の圧倒的多数の人々の生活を支配してきた。富の極端な集中と不平等のために、世界の人々は
民主主義に対する信頼を失いつつある。この結果、世界は権威主義と極右の台頭を許し、他方、左翼からも民族主義の憎しみの炎が燃え上
がっている。
民主主義を信じる我々は憎しみと対立の代わりに、希望と連帯のメッセージを世界に提供しなければならない。新しい国際運動は国内およ
び国際的な構造的不平等とたたかう。ローマ教皇が述べたように「貨幣への崇拝」、「適者生存」の考え方を克服しなければならない。
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今は世界史の転換点だ。技術の目覚ましい発展によって、われわれはグローバルな富をもっと公正に増加させる能力を有している。貧困を
なくし、よりよい生活と地球環境を実現する手段は我々の手にある。
タックス・ジャスティス・ネットワークはタックスヘイブンに税を逃れてため込まれた資金を21~32兆ドルと推定しているが、我々が
タックスヘイブンをなくすためにたたかえば、そこから生み出される収入は、世界の飢餓をなくし、人々に仕事を与え、極端な不平等をな
くすために使うことができる。
それは我々がともに立ち上がり、力ある権力者に立ち向かう勇気を持つならば可能だ。我々の子供たち、孫たち、そしてこの地球のために
やらなければならないことだ。（合田　寛2018.1.17）

弁護士　猪股　正

（記事に関連するリンク）
公正な税制を求める市民連絡会のホームページ
公正な税制を求める市民連絡会Facebookページ
バーニー・サンダース　ツイッター

生きる手がかり（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

　息子が、先日、修学旅行に行き、本当に楽しかったそうだ。よかったとホッとしつつ、同じ高校に通って踏み跡を残した申し訳なさや胸
の痛みを感じる。修学旅行の思い出は「歯を食いしばれ」の後のビンタと謹慎。ありがちな、未熟さゆえの行動で、迷惑をかけた同級生や
先生に今は恥ずかしい思いでいっぱいである。高校時代、バスケットだけは一生懸命で、レギュラーからはずれた挫折感は大きく、修学旅
行も、その時期の苦しく切なく恥ずかしい思い出の中にある。

　当時、倫理社会の授業で、山本周五郎の「赤ひげ診療譚」が課題に出た。斜に構え、よく言えば何かに反抗し、押し付けられた課題など
は素直に受けたくないひねくれ者だったが、この本に強く心を揺すぶられ、以来、高校、浪人時代を通じ、山本周五郎の長編小説を読みあ
さり、山本周五郎が自分の心の支えになった。

　当時の文庫本が今も手元にあり開くとあちこちに赤線が引いてある。「貧困と無知に対するたたかいだ」「人間を愚弄し軽蔑するような
政治に黙って頭を下げるほど老いぼれでもお人好しでもないんだ」「見た眼に効果のあらわれることより、徒労とみられることを重ねてゆ
くところに、人間の希望が実るのではないか…氷の中ででも、芽を育てる情熱があってこそ、しんじつ生きがいがあるのではないか。」
「人間はいいものだが愚かでばかだ」「…人間は人間なんだ」。

　自分を受け入れられず、どうして生きていけばいいのかわからず、先の見えない時代に、生きる手がかりを教えてくれた人たちに、心か
ら感謝しています。
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それぞれの持ち場で（２０１８年新年代表あいさつ　弁護士　猪
股　正）
弁護士　猪股　正

　先日、２０代の２人の女性にインタビューをしました。「どうやって自分を守っていくかに必死で、段々、生活が追い詰められていく感
じ」「周りにいるのは３０歳になったら死にたいという人たち。病気や働けなくなることを身近に感じている。将来のことを考えると死に
たくなるので考えない」「『オリンピッックが終わった後の就職だから最悪だね』という話が出たり」「お金がないと生きられない時代。
いったい何のために生きているのかわからない、夢を持てない社会」

　日本の自殺率は国際比較で６位（女性は３位）と高く、特に、若年層ほど深刻で、１５歳から３４歳までの死因のトップは自殺です。自
己責任、不安定な働き方、学費の高騰と奨学金、支えない社会保障。激しい競争に曝され、格差と貧困が固定化し、生まれで一生が決まっ
ていく理不尽な社会。

　しかし、彼女たちは、こうも言っていました。「私みたいな人はどんどんこの社会に生まれ続けている。見て見ぬふりをするのは考えに
くい」「ギリギリのラインで働いている人は声も上げられない」「苦しんでいる人がいることを知っているにもかかわらず動かない。そう
いう人間にはなりたくない」。ノーベル文学賞を受賞したカズオ・イシグロは、巨大な不平等の増大が許されてしまっており、分断が深刻
化し、ナショナリズムや差別が再び台頭し、埋葬された怪物が目を覚ましつつあると社会の危機を警告しつつ、文学という持ち場が持つ力
について述べ、私たち自身の小さな持ち場で努力し、最善を尽くす必要があり、私たちを鼓舞し導く若い世代に期待すると述べています。

　今年の日弁連人権擁護大会のテーマの１つは、若者の生きづらさです。文学にも若者にも力があり、法律家には法律家の力があると思い
ます。私たち自身の小さな持ち場で、耳を澄まし、分断の壁が打ち壊されることを信じ、所員一同、努力を続けていく決意です。今年もよ
ろしくお願い申し上げます。

＜関連記事・資料＞
「若者たちに何が起こっているのか」（中西新太郎著　花伝社）
「高卒女子の１２年」（杉田真衣著　大月書店）
OECD自殺率データ
エキタス
「良い作品が分断の壁壊す　イシグロ氏ノーベル賞講演」（２０１７年１２月９日東京新聞）
「カズオ・イシグロ氏 単独インタビュー全文」（２０１７年１２月１０日NHK)
日弁連人権擁護大会について
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国家が事実を消す時代（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

ポーランドの巨匠アンジェイ・ワイダ監督の遺作「残像」が6月から公開されています。
2013年12月6日、特定秘密保護法が強行採決された晩、ワイダ監督の代表作の一つ「カティンの森」がテレビ放映されました。

第２次大戦下、ポーランドは、ドイツとソ連の両方から侵略され分割占領され、ソ連の捕虜となったポーランド人将校１万数千人がカティ
ンで惨殺されました。穴埋めされていた死体は後頭部から銃弾を撃ち込まれていました。
終戦後、ポーランドは、ソ連の支配下におかれ、カティンの森事件について語ることはタブーとされ、信念に基づき真実を語ろうとする者
は次々と弾圧されました。
ソ連は、ナチスドイツの仕業だとしていましたが、1990年、グラスノスチ（情報公開）の流れの中で、機密文書の存在も確認され、ソ
連は、スターリンの犯罪であることをようやく認めるに至りました。
戦後45年もの間、真実が封印され続けたわけです。

今、日本では、政権は、不都合な事実を隠し、あるものをないと断言し、真実を語ろうとする人には汚名を着せ、良心を持つ人も萎縮し真
実を語れない状況が生まれています。
そして、政権は、本年（2017年）6月15日、犯罪を計画段階から処罰する「共謀罪」法案を強行採決により成立させ、国民を監視し
処罰できる体制を強化しました。

過去の「残像」が次第に現実へと蘇りつつある今、自由と民主主義、平和が破壊されてしまうことのないよう、所員一同、皆様と共に、が
んばりたいと思います。

＜関連記事＞
「ポーランド人監督アンジェイ・ワイダの遺作公開、そして最後の言葉」（文春オンライン）
「火論：適応と無関心」玉木研二（2017年6月27日毎日新聞コラム）
「『あったものをなかったものにできない。』からもらった勇気」キッズドア理事長・渡辺 由美子
「官邸の醜聞リーク疑惑、背筋が凍る思い　民進・山井氏」（2017年5月25日朝日新聞）
「官邸に逆らえば更迭…夏の人事で文科省“前川一派”大粛清」（2017年6月6日日刊ゲンダイDIGITAL）
＜週刊新潮、疑惑追及＞ 「女性記者」の身辺調査を指示した官邸の強権（週刊新潮2017年6月22日号）
「森友交渉時のデータ消去へ　財務省がシステム更新」（2017年6月2日朝日新聞）
「『加計審査で圧力』証言　座長に訴訟リスクあると言われた」（2017年12月8日東京新聞）
「マフィア化する政治」弁護士　梶山敏雄
「（考論　長谷部×杉田）マフィア化する政治」（2017年6月19日朝日新聞）
「共謀罪　平成の治安維持法－１９３３年、治安維持法により弾圧された当事務所の為成養之助弁護士」
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１０年後に届けられた絵（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

渡辺さんと初めて会ったのは２００６年。芝川の橋の下、鉄骨の橋のまさに裏側にわずかな居住スペースを作って生活していた。
５０代のとき勤めていた会社が倒産。その後、働く気もあり体も元気だったが、ついに仕事がなくなりホームレスとなり、好きだった絵も
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描けなくなった。空き缶・古本集めのわずかな収入やコンビニが廃棄した弁当などで命をつないだ。寒さや空腹で眠れない辛さ、ロウソク
の灯りだけの夜の孤独、時折、若者が投げつける石の恐怖に耐える日々が１０年以上続いた。

私が出会ったのは渡辺さんが６４歳のときだった。
一緒に生活保護の申請に行き、アパートに入居することができた。仕事も見付かり何度も何度も頭を下げてくれた。

あれから１０年がたち、渡辺さんから１枚の絵が届いた。
故郷、弘前の絵。茅葺きの家、水車、駒を回す子どもたち、そして岩木山。

この１０年、貧困と格差の拡大は止まらず、人間の尊厳を踏みつけるような政治に気持が沈むこともあるが、この細かい筆遣いで根気よく
描かれた絵に勇気をもらい感謝している。
小さな一歩から始まる。無数の小さな草の根は社会を変える巨大な根っことなるかもしれない。
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